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 自然言語からSQLを生成できる現在、
エンジニアがSQLを学ぶ意味はまだあるのか

 「SQLは書けなくても、読めれば十分？」



AIコーディングが変えたこと

テーブル構造や要件を入力すれば、短時間でSQL文を生成可能。
SQLの構文を暗記する価値は相対的に低下。



AI生成SQLのハレーション

 存在しないテーブル

 列の参照やJOIN条件の誤り
 例) `account`列は顧客情報？ログインアカウント？

 集計粒度の違い

 NULLやタイムゾーンの見落とし

 意図しない全件検索/全件更新/全件削除

→ 業務要件とデータモデルを理解していなければ、
「正しそうな誤答」を人間が発見できない



SQL学習はどう変わるか

構文暗記よりも、重要になってくる能力
1. 業務要件からAIに適切な指示を与える

2. SQL実行結果の意味を説明する
3. AIに適切な制約を与える

4. トランザクションや権限を理解する
5. 表や列の名称やメタデータを適切に設定する
6. JOIN・集計・サブクエリを読解する
7. 実行計画とインデックスを確認する



MCPサーバー経由のDB利用と課題

AIがSQLを実行する段階では、権限、認証、データ漏えい、
誤更新、コスト暴騰、監査の問題が表面化



まとめ: 「SQLの学習」は不要になる？

 AIはSQL文を書く作業負荷を

軽減するが、責任までは引き受けない

 記述中心から検証、設計、

ガバナンス中心へ再設計
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